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2025年４月 25日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ア イ リ ッ ジ 

代 表 者 名 代表取締役社長 小田 健太郎 

（コード番号：3917 東証グロース） 

問 合 せ 先 取締役 CFO  森田 亮平 

 （ TEL. 03-6441-2325 ） 

 

連結子会社の異動（株式譲渡）に関する基本合意書締結のお知らせ 

 

当社は、2025 年４月 25 日付の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社フィノバレー（以下、

「フィノバレー」という。）の全株式を TIS 株式会社（以下「TIS」という。）に譲渡することについて、具体

的な協議を進める旨の基本合意書を TISとの間で締結することについて決議しましたので、下記のとおりお知

らせします。 

なお、株式譲渡契約については未締結であり、諸条件についても協議中です。同社との株式譲渡契約を締結

しましたら速やかにお知らせします。 

 

記 

 

１．株式譲渡の理由 

当社は、2018 年６月にデジタル地域通貨事業の拡大を図ることを目的とし、新設分割によりフィノバレー

を設立しました。フィノバレーは主にデジタル地域通貨プラットフォーム「MoneyEasy」の企画・開発・運用

を行っています。 

当社グループでは、2024年５月 10日に公表した中期経営計画において、2027年３月期までの３か年を顧客

提供価値の向上を通じた事業領域の拡張のための期間と位置づけ、当社グループの強みである開発力とビジネ

ス創出力を活かした顧客企業の Tech & Innovation Partnerへの成長を目指しています。足元の取組み状況

として、当社グループの主要な事業領域であるアプリビジネス事業及びビジネスプロデュース事業において経

営リソースを集中して投下し、また、顧客企業との戦略的なパートナーシップの強化を通じて、新たな DX

サービスを共同提供するなど、新たな事業領域についても拡張が進んでいます。そのような中、デジタル地域

通貨事業が持つ成長可能性を最大限発揮させることが困難な状況にあり、フィノバレーの企業価値を最大化す

ることができるベストオーナーへの株式譲渡を検討してきました。 

TIS は、解決に貢献すべき社会課題テーマとして「金融包摂」「都市への集中・地方の衰退」「低・脱炭素化」

「健康問題」を掲げ、「会津コイン」の提供を通じてデジタル地域通貨領域におけるプレゼンス獲得や地域活

性化、地域住民の利便性向上、中長期的な行政 DX やスマートシティに資する取り組みを進めています。その

ような観点からフィノバレーのデジタル地域通貨事業との親和性も高く、フィノバレーのさらなる成長が見込

める株式譲渡先であると判断し、本株式譲渡について具体的な協議を進める旨の本基本合意書を締結すること

の決議にいたりました。 

 

２．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社フィノバレー 

（２） 所 在 地 東京都港区麻布台一丁目 11番９号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 川田修平 
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（４） 事 業 内 容 デジタル地域通貨プラットフォーム「MoneyEasy」の企画・開発・運用 

（５） 資 本 金 100,000千円（2025年３月 31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2018年６月 15日 

（７） 大株主及び持株比率 株式会社アイリッジ 86.4％ 

（８） 当事会社間 の関係  

 資 本 関 係 当社の連結子会社です。 

 人 的 関 係 当社より役員を派遣しています。 

 取 引 関 係 当社及び当社グループ会社と一部取引関係があります。 

（９） 直近３年間の経営成績及び財務状態 

  決 算 期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 

純 資 産 171,374千円 380,799千円 490,404千円 

総 資 産 222,276千円 701,866千円 1,561,254千円 

１ 株 当 た り 純 資 産 1,491円 9銭 3,134円 15銭 4,036円 25銭 

売 上 高 241,195千円 702,319千円 601,762千円 

経 常 利 益 20,528千円 232,490千円 156,018千円 

当 期 純 利 益 38,834千円 209,424千円 109,605千円 

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 338円 10銭 1,723円 66銭 902円 10銭 

 

３．株式譲渡の相手先の概要 

（１） 名 称 TIS株式会社 

（２） 所 在 地 東京都新宿区西新宿八丁目 17番 1号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 岡本 安史 

（４） 事 業 内 容 

情報化投資に関わるアウトソーシング、業務・クラウドサービス、ソフ

トウエア開発、ソリューションの提供、グループ会社の経営管理ならび

にそれに付帯する業務 

（５） 資 本 金 100億円 

（６） 設 立 年 月 日 2008年４月１日 

（７） 連 結 純 資 産 324,725百万円 

（８） 連 結 総 資 産 525,456百万円 

（９） 当事会社間 の関係  

 資 本 関 係 該当事項はありません。 

 人 的 関 係 該当事項はありません。 

 取 引 関 係 該当事項はありません。 

 関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

 

４．譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡前後の所有株式の状況 

（１） 譲 渡 前 の 所 有 株 式 数 105,000株（議決権所有割合：86.4％） 

（２） 譲 渡 株 式 数 105,000株※ 

（３） 
譲 渡 価 額 

今後、株式譲渡契約締結に向けた協議において決定する

予定です。 

（４） 譲 渡 後 の 所 有 株 式 数 0株（議決権所有割合：0％） 

※当社は、フィノバレーの発行済株式のうち、少数株主（５名）が保有する全株式（16,500 株）について

も当社による取得及び当社から TISへの譲渡に向けた協議を行う予定です。 
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５．株式譲渡の日程 

 （１）取締役会決議       2025年４月 25日 

 （２）基本合意書締結日     2025年４月 25日 

 （３）株式譲渡契約締結日    2025年５月（予定） 

 （４）株式譲渡実行日      2025年６月（予定） 

 

６．今後の見通し 

 本件株式譲渡により、フィノバレーは連結子会社から除外される予定です。なお、本件の実行に係る諸条件

は今後の交渉を通じて決定する予定であるため、株式の譲渡価額及び株式譲渡実行日は現時点で確定していま

せん。また、本件株式譲渡に伴い、2026 年３月期の連結決算及び当社単体決算において、特別利益が発生す

る見込みです。今後開示すべき事項が発生した場合には速やかにお知らせします。 

 

以 上 


